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　住民の皆様には、日頃より奥尻島内の消火栓や防火水槽の整備・管理にご理解・ご協力いただき、心より感謝申し
上げます。
　消火栓や防火水槽は消火活動には欠かすことの出来ない施設で、火災発生時に、消火活動に必要な水を消防隊に供
給するとても重要な水源です。消火栓や防火水槽は道路脇や歩道上などに設置されており、その位置を示すため、標
識を掲げているもの、路上や蓋にマーキングしているものなどがあります。
　また、消防水利として指定されているプール、池、河川なども、消火活動に使用することがあります。
　これらの消防水利について、奥尻消防署では定期的に調査や点検・整備、除雪等を行い、いつどこで火災が発生し
ても直ちに消火活動できる体制をとっていますが、火災発生時に消火栓や防火水槽付近への違法な駐停車車両や排雪
された雪が原因で活動の障害となります。
　一刻を争う消防活動の妨げとなりますので消防水利付近への駐停車や排雪は控えていただきますよう、改めて住民
の皆様にはご理解とご協力をお願い致します。

◯消火栓から５メートル以内の部分
◯消防用防火水槽の吸水口若しくは吸管投入孔から５メートル以内の部分
◯消防用防火水槽の側端又はこれらの道路に接する出入口から５メートル以内の部分
◯指定消防水利（プール、池、井戸、河川等）の標識が設置されている位置から５メートル以内の部分

◯�消防用機械器具の置場（消防自動車等の車庫や消火用ホース格納箱等）の側端又はこれらの道路に接
する出入口から５メートル以内の部分

◯�火災報知器から１メートル以内の部分
◯�駐車車両の右側の道路上に３．５メートル以上の余地がない場合

〈道路交通法で駐車を禁止している場所〉

奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信

高齢者叙勲
「瑞宝単光章」
唐川和夫氏が受章

　元檜山広域行政組合奥尻町消防団・
唐川和夫氏（字稲穂・８８歳）が高齢
者叙勲「瑞宝単光章」を受章されました。
　唐川氏は昭和３４年１１月奥尻村消
防団団員を拝命。平成５年奥尻町消防
団副分団長に就任するなど、３６年の
永きにわたり消防業務に精励し、団員
や地域住民からの信頼も厚く地域防災
に大きく貢献されました。
　勲記勲章は１２月１３日、役場町長
室において新村町長より伝達授与され、
唐川氏は「とても光栄な受章」と喜び
を語っておりました。

消防水利について消防水利について
「消火栓」や「防火水槽」の付近は駐車禁止です！

消防水利等への違法な駐車は、一刻を争う消防活動の障害になります。

消防
水利の
周辺

その他

　1月3日、４年振りに「奥尻町消防出初式」が行われ、奥尻消防署前か
ら海洋研修センターまでの間を町内4分団の団員・消防車などが隊列を組
み勇ましく行進し、新年の決意を新たにしました。 
　また、到着後の式典では、三浦消防団長から防火・防災への決意が述
べられ、新村町長・水野議長から日頃の活動への感謝と激励の言葉も送
られ、永年勤労章等の表彰状の授与も併せて行われました。
　受章されました方々は次のとおりです。

【北海道消防表彰（知事）】
◇勤労章（２０年）
　班　長　宝　福　昭　人 さん
　班　長　坂　本　吉　史 さん
　班　長　松　前　幸　廣 さん
　団　員　川　島　寿　樹 さん
　団　員　三　上　敏　明 さん
◇表彰状（１０年）
　団　員　雁　原　幸　正 さん

【北海道消防協会定例表彰】
◇功績章
　分団長　藤　谷　　　太 さん
◇勤続章（３０年）
　部　長　若　山　孝　仁 さん
◇勤続章（２０年）
　部　長　大須田　亮　平 さん
　班　長　櫛　引　英　史 さん
◇勤続章（１０年）
　団　員　雁　原　幸　正 さん
　団　員　古　川　朋　也 さん
　団　員　櫻　花　祐　也 さん

奥尻町消防出初式奥尻町消防出初式奥尻町消防出初式奥尻町消防出初式



7広報おくしり 令和6年2月号 まちの話題・暮らしの情報

　法務省と全国人権擁護委員連合会で昭和５６年か
ら実施している「第４２回全国中学生人権作文コン
テスト」の函館地区及び江差地区大会において奥尻
中学校の５名が最優秀賞及び優秀賞を受賞し、１２
月２０日に伝達式が行われました。

　 　 　　　
　　　 　

　 　 　 　
    　 　 　 　
    　 　 　 　

受賞された皆様

おめでとうございます

全国中学生人権作文コンテストの表彰が行われました全国中学生人権作文コンテストの表彰が行われました

を開催します！
冬になり外出する機会も減り、閉じこもりがちになっていませんか？

みんなで集まり、楽しみながらこころもカラダも元気にしていきましょう。

問い合わせ先
保健福祉センター包括支援係

2-3381

会　　　場 開　催　日 時　　　間
保健福祉センター ２月１３日（火） 10：00～ 11：30

青苗支所 ２月１６日（金） 13：30～ 15：00

お元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロン

おしゃべりだけでもOK！
お待ちしています。

介護予防
教室
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見つけた！まちのゼロカーボン見つけた！まちのゼロカーボン Vol.5

【お問い合わせ先】ゼロカーボン推進課　☎ 01397-2-3410

　まちのゼロカーボンを見つけました！
　今回は、奥尻町でブルーカーボンの推進に熱心に取り組んでいる、４名の漁師さんにお話を聞きました。
　ゼロカーボンの達成には、温室効果ガス（二酸化炭素など）の「排出量」を減らす取組み、「吸収量」を増やす取組みの
両方が必要です。今回ご紹介するブルーカーボンは、「吸収量」を増やす取組みの一つです。
　ブルーカーボンとは、藻場や浅場等の海洋生態系に取り込まれた炭素のことです。ブルーカーボンの主な吸収場所とし
て、・海草藻場・海藻藻場・湿地・干潟・マングローブ林があり、こうした場所は「ブルーカーボン生態系」と呼ばれています。
　「二酸化炭素を吸収する」というと、森林をイメージする人も多いと思いますが、海の中でも光合成によって二酸化炭素
を吸収しています。そのため、ブルーカーボン生態系の保全や拡大も、ゼロカーボンの達成には重要です。
　今回、お話を聞いた漁師さんがブルーカーボンに取り組んだきっかけは、未利用であった海藻「ホソメコンブ」の試験的
な養殖でした。予想以上の成長結果から商品化にチャレンジし、現在では「奥尻町ゼロカーボンシティ宣言」に賛同し、ブ
ルーカーボンの取組みとして養殖を行っているそうです。
　今後は、こうした取組みを藻類全般に広めていくほか、Jブルークレジットの獲
得（吸収した二酸化炭素の量がクレジット化され、販売することができます）を目
指していくそうです。
　また、今年は夏の暑さで海水温が上がり、ワカメの種苗が育たず、天然の海藻の
成長も悪かったため、海藻を餌としているウニの身入りも思わしくなかったそうで
す。漁師さんたちは、気候変動が海の中まで影響していることを日々実感しており、
それがこうした取組みを進めていく力となっているように感じました。
　ブルーカーボン生態系の保全・拡大は、海の中だけでなく、私たちの豊かな生活
を守ることにもつながります。今後の更なる取組みの拡大を応援しています！

『写真立て』づくりと脳トレ体操
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